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1. 右図のような U 字マノメータにおいて，A 部側には水が，右側の液注には水銀が入っ

ている．液柱高さがそれぞれℎ1=0.1ｍ，ℎ2=0.2m となった．A 部のゲージ圧𝑝𝑔はいくら

か求めよ，ただし，水の密度𝜌1=1×103 kg/m3，水銀の密度𝜌2=13.6×103 kg/m3，重力加速

度は𝑔 = 9.8m/𝑠2とする．（20 点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 右図に示すように直径𝑑1=50mm の直管にのど部の直径𝑑2=25mm のベンチュリ

管内に空気を流した．このとき直径𝑑1とのど部𝑑2につながれた水を入れた U 字

型マノメータにより∆ℎ =15mm と計測されたとき，以下の(1)～(3)について求め

よ．ただし，空気の密度𝜌𝑎=1.2kg/m3，水の密度𝜌𝑤=1000kg/m3，重力加速度は𝑔 =

9.8m/𝑠2とする．（計 40 点） 

 

(1) マノメータによる圧力差∆𝑝はいくらか求めよ．(10 点) 

 

(2) 直管内の速度𝑣1およびのど部の速度𝑣2を求めよ．(20 点) 

 

(3) 管内を流れる流量𝑄を求めよ．(10 点) 

 

 

3. 右図に示すように水流が流量𝑄= 6.0 m3/min，流速𝑈=1.0 m/s で，大気中に傾斜角

θ= 45°の静止した平板に衝突した後，水流は平板に沿って 2 方向に分かれて

流れているとき，以下の問いについて答えよ．ただし，水流は水平面内にあり，

流体の粘性は無視できるものとし，水の密度𝜌=1000kg/m3とする．（計 40 点） 

 

(1) ２方向に分岐した水流の流量𝑄1および𝑄2を求めよ．（30 点） 

 

(2) 平板を支持するために必要な力𝐹𝑝を求めよ．（10 点）  
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